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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使い捨て吸収性製品（２０）であって、
　前記使い捨て吸収性製品（２０）の内側に向かう内面と、使い捨て吸収性製品（２０）
が装着される際に装着者の皮膚に向かう外面とを有する不織布ウェブからなる液体透過性
の構造化キャリアであって、少なくとも３０パーセントの有効開口領域と２．０ｍｍ2よ
り大きな有効サイズの複数の隙間とを含み、前記構造化キャリアの外面は、２０℃で半固
体または固体で、装着者の皮膚に少なくとも部分的に移動可能なスキンケア組成物を含む
構造化キャリア（２４）、
　前記構造化キャリアに少なくとも部分的に周辺で接続された液体不浸透性バックシート
（２６）、および
　前記構造化キャリアと前記バックシートとの間に介在する吸収性コア（２８）を具備し
てなることを特徴とする、使い捨て吸収性製品。
【請求項２】
　前記スキンケア組成物は、ミネラルオイル、ワセリン、およびその混合物からなる群か
ら選択される鉱油ベースの軟化剤を含有する、請求項１に記載の使い捨て吸収性製品。
【請求項３】
　前記スキンケア組成物は固定化剤を含有し、前記固定化剤は、少なくとも４０℃の融点
を有する、請求項１に記載の使い捨て吸収性製品。
【請求項４】
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　前記固定化剤は、ポリヒドロキシ脂肪エステル、ポリヒドロキシ脂肪酸アミド、Ｃ14～
Ｃ22の脂肪アルコール、Ｃ12～Ｃ22の脂肪酸、Ｃ12～Ｃ22の脂肪アルコールエトキシレー
ト、およびその混合物からなる群から選択される、請求項３に記載の使い捨て吸収性製品
。
【請求項５】
　前記固定化剤は、セチルアルコール、ステアリルアルコール、およびその混合物からな
る群から選択されるＣ16～Ｃ18の脂肪アルコールを含有する、請求項４に記載の使い捨て
吸収性製品。
【請求項６】
　前記固定化剤は、下記式を有するポリヒドロキシ脂肪酸エステルを含有する、請求項２
に記載の使い捨て吸収性製品。
【化１】

（ここで、ＲはＣ5～Ｃ31のハイドロカルビル基；Ｙは鎖に直接結合した少なくとも２つ
の遊離ヒドロキシをともなうハイドロカルビル基を有するポリヒドロキシハイドロカルビ
ル部分であり；ｎは少なくとも１である。）
【請求項７】
　前記固定化剤は、下記式を有するポリヒドロキシ脂肪酸アミドを含有する、請求項２に
記載の使い捨て吸収性製品。

【化２】

（ここで、Ｒ1はＨ、Ｃ1～Ｃ4のハイドロキシカルビル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒ
ドロキシプロピル、メトキシエチル、メトキシプロピル、またはそれらの混合物；Ｒ2は
Ｃ5～Ｃ31のハイドロカルビル基；Ｚは鎖に直接結合した少なくとも３つのヒドロキシル
をともなう直鎖のハイドロカルビル鎖を有するポリヒドロキシハイドロカルビル部分であ
る。）
【請求項８】
　前記固定化剤は、パラフィンワックスを含む、請求項２に記載の使い捨て吸収性製品。
【請求項９】
　前記スキンケア組成物は、２０℃において塑性または流体粘稠度を有するポリシロキサ
ン軟化剤を含有する、請求項１に記載の使い捨て吸収性製品。
【請求項１０】
　前記スキンケア組成物は、ポリオールポリエステル軟化剤を含有する、請求項１に記載
の使い捨て吸収性製品。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オムツおよび成人失禁用製品のような使い捨て吸収性製品に係り、特に、尿と
低粘度の糞便物質との両方を効果的に処理する能力を有する使い捨て吸収性製品に関する
。
【０００２】
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【従来の技術】
オムツのような使い捨て吸収性製品の多くのタイプは、尿を吸収するための高い能力を有
することが有効である。このタイプの使い捨て製品は、一般に、ある種の流体透過性のト
ップシート材料、吸収性コア、および流体不浸透性のバックシート材料を含む。これらの
タイプの吸収性構造体は、流体の吸収のためには非常に効果的であるものの、それらは、
糞便（以下“ＢＭ”と称する）を吸収することができない。典型的に、ＢＭは流体透過性
のトップシートの外側面と装着者の皮膚との間に閉じ込められて、そのほとんどは装着者
の皮膚に付着する。
【０００３】
ＢＭが装着者の皮膚に付着することを防止するために、介護者は、装着者に吸収性製品を
付ける前に、ワセリンまたはミネラルオイルのような保護的または“忌避的（ｒｅｐｅｌ
ｌｅｎｔ）”製品を、臀部および肛門の領域にしばしば塗布する。この手順は、例えば介
護者の手の一方にオイルまたはローションを注ぎ、手を互いに擦り合わせて物質をその上
に分配した後、幼児の皮膚にそれを塗り付けることを含む。この無駄で古風で、かつ忘れ
易い手順の必要性を取り除くために、保護的または治療力のあるスキンケア物質をトップ
シートに有する吸収性製品を作製するための多くの予備的な試みがなされてきた。
【０００４】
和らげて保護的な被覆を与えるためにローションとして吸収性製品に適用されてきた一つ
の物質は、ミネラルオイルである。ミネラルオイル（液体ワセリンとしても知られている
）は、石油中の高沸点（すなわち、３００°～３９０℃）成分を蒸留することにより得ら
れる種々の液体炭化水素の混合物である。ミネラルオイルは、室温、例えば２０°～２５
℃において液体である。結果として、ミネラルオイルは、製品のトップシートに適用され
たときでも、比較的流動的であり移動しやすい。
【０００５】
ミネラルオイルは、室温において流動体であり移動しやすいので、トップシートの表面に
局所的に残る傾向を有しないが、その代わりに、トップシートを通してオムツの内部に移
動する。したがって、比較的高いレベルのミネラルオイルが、トップシートに所望の治療
的または保護的な被覆ローションの利点を与えるために適用される必要がある。これは、
このようにローションで処理された製品のためのコストを増加させるのみならず、他の不
利益な影響もまた導く。
【０００６】
高いレベルのミネラルオイルはトップシートの開口を塞ぐ傾向を有しているので、これら
の不利益な影響の一つは、流体処理特性における低下である。また、ミネラルオイルは製
品の内部に移動した際、それは疎水性の添加剤として作用して、それが用いられる場合に
は、下層の吸収性コアの吸収性を低下させる。適用されるミネラルオイルのレベルが増加
すると、この吸収性の低下はさらに顕著になる。
【０００７】
そのレベルが増加しなくても、いったん適用されたミネラルオイルが移動する傾向は、他
の不利益な影響を有する。例えば、適用されたミネラルオイルは、ローションで処理され
た製品のための容器または包装材料の内部へ、およびそれらを通して移動するおそれがあ
る。これは、汚れまたは製品からのミネラルオイルの他の漏れを避けるために、バリアタ
イプの容器または包装フィルムの必要性を生じるであろう。
【０００８】
ミネラルオイルに関連した問題を克服するために、ローションが吸収性製品に塗布されて
きた。ローションで処理された吸収性製品は：（１）治療的または保護的な利点を有し、
（２）室温で液体（例えば、ミネラルオイル）であるコーティングの比較的高いレベルを
必要とせず；そして（３）容器のための特別な包装またはバリア材料を必要としない。
【０００９】
ローションで処理された吸収性製品は、ミネラルオイルに関連した問題を実際に解決する
ことができる一方、トップシートの閉塞を防止するために吸収性製品へのローションの適
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用に注意を払わなければならない。透過性トップシートのそのような閉塞は、尿がトップ
シートを通過するのを妨げて、避けられない漏れを導く。この問題を克服するために、ロ
ーションは、トップシートの表面全体を覆わないで、それによってローションの存在しな
いトップシートの部分を残すようにトップシートに適用されてきた。そのようなコーティ
ング技術の例は、互いに離れて配置されたストライプ状のローションの適用である。ロー
ションのストライプは、尿がトップシートを浸透するのを可能にする一方で、適用プロセ
スにおけるさらなる複雑さが存在し、皮膚へのローションの不均一な移動のおそれ、およ
びトップシートの未処理の領域が汚されるおそれが存在し、それによって、下層の吸収性
要素への尿の移動が低減される。
【００１０】
それゆえ、本発明の目的は、優れた尿およびＢＭ処理特性を有する構造化されたキャリア
を含む使い捨て吸収性製品を提供することにある。本明細書において用いられる際、“構
造化されたキャリア”という用語は、それを通して尿が通過できる通路を維持すると同時
に、混合物を運んで移動するために設計された、任意の二次元または三次元の形態配列を
さす。
【００１１】
本発明のさらなる目的は、効果的な開口領域と、尿および低粘度の糞便物質がそれを通し
て浸透することを可能にするのに十分に効果的なサイズを有する複数の隙間とを有し、構
造化されたキャリアの閉塞の懸念は除去されるのでスキンケア組成物を比較的容易に適用
することができるような、使い捨て吸収性製品用の構造化されたキャリアを提供すること
にある。本明細書において用いられる際、“スキンケア組成物”という用語は、１種以上
の薬剤を含有し、製品から装着者の皮膚に移動した際に、治療的および／または保護的な
皮膚利点を与える任意の組成物をさす。代表的な材料は、以下に詳細に説明する。
【００１２】
本発明のさらなる目的は、構造化されたキャリアの外側面にスキンケア組成物を有する吸
収性製品を提供することにあり、その組成物は、装着者の皮膚に移動可能であって、所望
の皮膚利益を生じることおよび／または皮膚へのＢＭの付着を低減することに効果的であ
り、それによって、ＢＭ清浄の容易さを改善する一方で、構造化されたキャリアの尿を処
理する特性を損なわない。
【００１３】
これらおよび他の目的は、本発明を用いて得られ、以下の説明の解釈から容易に明らかに
なるであろう。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、オムツのような使い捨て吸収性製品である。使い捨て吸収性製品は、構造化さ
れたキャリア、構造化されたキャリアに少なくとも部分的に周辺で接続された液体不浸透
性のバックシート、および構造化されたキャリアとバックシートとの間に介在する吸収性
コアを含む。構造化されたキャリアは、使い捨て吸収性製品の内側に向いた内側面と、使
い捨て吸収性製品が装着される際に装着者の皮膚に向かう外側面とを有する。構造化され
たキャリアは、少なくとも約１２％の有効開口領域と、０．１ｍｍ2より大きな有効サイ
ズを有する複数の隙間とを含む。構造化されたキャリアの外側面は、効果的な量のスキン
ケア組成物を含有し、それは２０℃において半固体または固体であり、装着者の皮膚に部
分的に移動することができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
明細書は、本発明を示して明瞭に請求する請求の範囲を含むが、本発明は、明細書に添付
された図面と結び付けてとらえることによって、より理解されることが信じられる。図面
においては、同一の要素には同じ参照符号が附されている。
【００１６】
本明細書において用いられる際、“吸収性製品”という用語は、身体放出物を吸収して収
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容するデバイスをさし、特に、身体から放出される種々の放出物を吸収して収容するため
に装着者の身体に押し付けてまたは密接しておかれるデバイスをさす。“使い捨て”とい
う用語は、ここで用いられる際、洗濯されること、または吸収性製品として再保管または
再使用されることが意図されない吸収性製品を表わす（すなわち、それらは、一回の使用
後に捨てられることが意図され、好ましくは、リサイクルされ、コンポストされ、または
環境的に適合した手法で廃棄される）。“単一の”吸収性製品は、別個のホルダーやライ
ナーのような別個の操作部品を必要としないように、組み合わされたものを得るために、
互いに結合された別個の部品で形成された吸収性製品をさす。本発明の吸収性製品の好ま
しい態様は、単一の使い捨て吸収性製品、図１に示されるオムツ２０である。ここで用い
られる際、“オムツ”という用語は、一般に幼児および成人の失禁の人に装着され、胴体
の下部の回りに付けられる吸収性製品をさす。本発明は、また、失禁用ブリーフ、失禁用
下着、吸収性インサート、オムツホルダーおよびライナー、女性用衛生用品などに適用可
能である。
【００１７】
図１は、本発明のオムツ２０の平坦な収縮されない状態（すなわち、収縮を引き起こす伸
縮材が引っ張られている）における平面図であり、オムツ２０の構成をより明確に示すた
めに切り取られた構造の部分と、装着者に向くまたは接触する内面である、観測者側に向
いたオムツ２０の部分とを含む。図１に示されるように、オムツ２０は、好ましくは、液
体透過性の構造化されたキャリア２４；構造化されたキャリア２４に結合された液体不浸
透性のバックシート２６；および構造化されたキャリア２４とバックシート２６との間に
介在する吸収性コア２８を含む。オムツ２０は、伸縮化されたサイドパネル（図示せず）
；伸縮化されたレッグカフス（図示せず）；伸縮性のウエスト部材（ｆｅａｔｕｒｅ）；
および３６のように一般に複合的に示されるテープタブを伴う取り付けシステムをさらに
含むことができる。
【００１８】
オムツ２０は、オムツ２０が装着されている間に装着者の前面に並置される第１のウエス
ト領域２７、第１のウエスト領域２７に対向し、オムツ２０が装着されている間に装着者
の背面に並置される第２のウエスト領域２９、第１のウエスト領域２７と第２のウエスト
領域２９との間に位置する股部領域３１、および、長手端が３３で表され、端部端が３５
で示されるオムツ２０の外側端によって画定される周縁をもって図１に示されている。オ
ムツ２０の内側面は、使用中に装着者の身体に隣接して置かれるオムツ２０の部分を含む
（すなわち、内側面は、構造化されたキャリア２４の少なくとも一部と、構造化されたキ
ャリア２４に接合される他の成分とによって一般に形成される）。外側面は、装着者の身
体から離れて置かれるオムツ２０の部分を含む（すなわち、外側面は、バックシート２６
の少なくとも一部と、バックシート２６に接合される他の成分とによって一般に形成され
る）。
【００１９】
図１は、構造化されたキャリア２４およびバックシート２６が、吸収性コア２８のものよ
り一般に大きな長さおよび幅寸法を有するオムツ２０の好ましい態様を示す。構造化され
たキャリア２４およびバックシート２６は、吸収性コア２８の端を越えて広がり、それに
よってオムツ２０の周縁を形成する。構造化されたキャリア２４、バックシート２６、お
よびコア２８は、種々のよく知られている形状に組み合わせることができるが、好ましい
オムツ形状は、１９７５年１月１４日にＫｅｎｎｅｔｈ　Ｂ．Ｂｕｅｌｌに発行された“
Ｃｏｎｔｒａｃｔａｂｌｅ　Ｓｉｄｅ　Ｐｏｒｔｉｏｎｓ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌ
ｅ　Ｄｉａｐｅｒ”というタイトルの米国特許第３，８６０，００３号；および１９９２
年９月２９日にＫｅｎｎｅｔｈ　Ｂ．Ｂｕｅｌｌ　ｅｔ　ａｌ．に発行された米国特許第
５，１５１，０９２号“Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅ　Ｗｉｔｈ　Ｄｙｎａｍｉ
ｃ　Ｅｌａｓｔｉｃ　Ｗａｉｓｔ　Ｆｅａｔｕｒｅ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａ　Ｐｒｅｄｉｓｐ
ｏｓｅｄ　Ｒｅｓｉｌｉｅｎｔ　Ｆｌｅｘｕｒａｌ　Ｈｉｎｇｅ”に一般に記載されてお
り；これらのそれぞれは取り込まれて本明細書を構成する。
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【００２０】
吸収性コア２８は、一般に圧縮可能で、従順であって、装着者の皮膚に対して刺激がなく
、尿および他の身体放出物のような液体を吸収して保持することができる任意の吸収性手
段とすることができる。図１に示されるように、吸収性コア２８は、衣類側面、身体側面
、横端、およびウエスト端を有する。吸収性コア２８は、種々の広い範囲のサイズおよび
形状（例えば、矩形、砂時計状、“Ｔ”字状、非対称等）で、使い捨てオムツおよび他の
吸収性製品に通常用いられる広い範囲の液体吸収性材料、エアフェルト（ａｉｒｆｅｌｔ
）と一般に称されるような粉砕された木質パルプのようなものから作製することができる
。他の適切な吸収性材料の例は、クレープ化されたセルロースワッディング；コフォーム
（ｃｏｆｏｒｍ）を含む溶融ブローされた（ｍｅｌｔｂｌｏｗｎ）ポリマー；化学的に強
化され、改質または架橋されたセルロース系繊維；テッシューラップおよびテッシューラ
ミネートを含むテッシュー；吸収性発泡体；吸収性スポンジ；超吸収体ポリマー；吸収性
ゲル化材料；または任意の同等の材料または材料の組み合わせを含む。
【００２１】
吸収性コア２８の形状および構成は、また、変化させることができる（例えば、吸収性コ
ア２８は、変化したキャリパー領域、親水性勾配、超吸収体勾配、またはより低密度およ
びより低平均基準重量の捕捉領域を有することができ；あるいは、１以上の層または構造
を有することができる）。吸収性コア２８の全吸収容量は、しかしながら、オムツ２０の
設計溜め、および意図される用途に適合するべきである。さらに、吸収性コア２８のサイ
ズおよび吸収容量は、幼児から成人の範囲の装着者に適応するために、変化させることが
できる。
【００２２】
吸収性コア２８としての使用に典型的な吸収性構造体は、１９８６年９月９日にＷｅｉｓ
ｍａｎ　ｅｔ　ａｌ．に発行された”Ｈｉｇｈ－Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　
Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ”というタイトルの米国特許第４，６１０，６７８号；１９８７年
６月１６日にＷｅｉｓｍａｎ　ｅｔ　ａｌ．に発行された“Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔ
ｉｃｌｅｓ　Ｗｉｔｈ　Ｄｕａｌ－Ｌａｙｅｒｅｄ　Ｃｏｒｅｓ”というタイトルの米国
特許第４，６７３，４０２号；１９８９年１２月１９日にＡｎｇｓｔａｄｔに発行された
“Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｃｏｒｅ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａ　Ｄｕｓｔｉｎｇ　Ｌａｙｅｒ”と
いうタイトルの米国特許第４，８８８，２３１号；および１９８９年５月３０日にＡｌｅ
ｍａｎｙ　ｅｔ　ａｌ．に発行された“Ｈｉｇｈ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ
　Ｍｅｍｂｅｒｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｌｏｗｅｒ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　ａｎｄ　Ｌｏｗｅｒ　
Ｂａｓｉｓ　Ｗｅｉｇｈｔ　Ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ　Ｚｏｎｅｓ”というタイトルの米
国特許第４，８３４，７３５号に記載されている。これらの特許のそれぞれは、取り込ま
れて本明細書を構成する。
【００２３】
バックシート２６は、吸収性コアの衣類側面に隣接して置かれ、好ましくは、従来よく知
られているような取り付け手段（図示せず）によってそれに結合される。本明細書におい
て用いられる際、“接続される”という用語は、構成要素を他の構成要素に直接貼ること
によって、構成要素が他の構成要素にしっかりと直接取り付けられた形状；および他の構
成要素に貼られた介在する構成要素に構成要素を貼ることによって、構成要素が他の構成
要素に間接的に取り付けられた形状を包含する。
【００２４】
例えば、バックシート２６は、接着剤の均一な連続層、接着剤のパターン化された層、ま
たは接着剤の別個の線、螺旋または点の配列によって吸収性コア２８にしっかりと取り付
けることができる。満足であることが見出された接着剤は、セントポール、ミネソタのエ
イチビーフラー社（Ｈ．Ｂ．Ｆｕｌｌｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙ）により製造されＨＬ－１２
５８として市販されている。取り付け手段は、好ましくは１９８６年３月４日にＭｉｎｅ
ｔｏｌａ　ｅｔ　ａｌ．に発行された“Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｗａｓｔｅ－Ｃｏｎｔａ
ｉｎｍｅｎｔ　Ｇａｒｍｅｎｔ”というタイトルの米国特許第４，５７３，９８６号に記
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載されているような接着剤のフィラメントのまばらなパターンネットワーク、より好まし
くは、螺旋パターンに巻かれた接着剤フィラメントのいくつかの線とすることができ、そ
れは、１９７５年１０月７日にＳｐｒａｇｕｅ，Ｊｒ．に発行された米国特許第３，９１
１，１７３号；１９７８年１１月２２日にＺｉｅｃｋｅｒ，ｅｔ　ａｌ．に発行された米
国特許第４，７８５，９９６号；および１９８９年６月２７日にＷｅｒｅｎｉｃｚに発行
された米国特許第４，８４２，６６６号に示されている装置および方法により説明される
ようなものである。あるいは、取り付け手段は、熱的結合、圧力結合、超音波結合、ダイ
ナミックメカニカル結合（ｄｙｎａｍｉｃ　ｍｅｃｈｃａｎｉｃａｌ　ｂｏｎｄｓ）、ま
たは他の任意の取り付け手段、または従来知られているようなこれらの取り付け手段の組
み合わせを含むことができる。
【００２５】
バックシート２６は、液体（例えば、尿）に対して不浸透性であり、好ましくは薄いプラ
スチックフィルムで作製されるが、他のフレキシブルな液体不浸透性材料もまた用いるこ
とができる。ここで用いられる際、“フレキシブル”という用語は、形状合致性であって
人体の全体的形状および輪郭に容易に合致する材料をさす。
【００２６】
バックシート２６は、吸収性コア２８に吸収されて収容された放出物が、ベッドシートお
よび下着のようなオムツ２０に接触している製品をぬらすのを防止する。バックシート２
６は、織布または不織布材料、ポリエチレンまたはポリプロピレンの熱可塑性フィルムの
ようなポリマーフィルム、またはフィルムコートされた不織布材料のような複合材料を含
むことができる。好ましくは、バックシート２６は、約０．０１２ｍｍ（０．５ｍｉｌ）
から約０．０５１ｍｍ（２．０ｍｉｌｓ）の厚さを有する熱可塑性フィルムである。バッ
クシート２６のための特に好ましい材料は、テラハウテ（Ｔｅｒｒｅ　Ｈａｕｔｅ）、イ
ンディアナのトレデガーインダストリーズ社（Ｔｒｅｄｅｇａｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ
　Ｉｎｃ．）により製造されているようなＲＲ８２２０インフレートフィルムおよびＲＲ
５４５７キャストフィルムを含む。バックシート２６は、好ましくは、より布的な外観を
付与するためにエンボス加工および／またはマット仕上げされる。さらにバックシート２
６は、吸収性コア２８から蒸気を放散するのを許す（すなわち、呼吸性）一方で、放出物
がバックシート２６を通過するのを防止する。
【００２７】
構造化されたキャリア２４は、第一の、または使い捨てオムツの内側に向いて位置する、
特に吸収性コア２８に向いて位置する内側の面と、対向する第２の、またはオムツが装着
される際に装着者の皮膚に向いて位置する外側の面とを有する。
【００２８】
構造化されたキャリア２４は、吸収性コア２８の身体側面に並置されるが、隣接する必要
はなく、好ましくは従来よく知られているような手段によってバックシート２６または吸
収性コア２８に接続される。適切な取り付け手段は、吸収性コア２８へのバックシート２
６の接続に関して上で説明した。本発明の好ましい態様において、構造化されたキャリア
２４およびバックシート２６は、オムツの周辺で互いに直接接合される。
【００２９】
構造化されたキャリア２４は、形状合致性でソフトな感触で、装着者の皮膚に対して刺激
がない。さらに構造化されたキャリア２４は、液体透過性であり、その厚さを通して液体
（例えば、尿）が容易に浸透するのを可能とする。適切な構造化されたキャリア２４は、
広い範囲の材料から製造することができ、多孔質発泡体；網状発泡体；孔あきプラスチッ
クフィルム；または天然繊維（例えば木質または綿繊維）、合成繊維（例えば、ポリエス
テルまたはポリプロピレン繊維）、または天然および合成繊維の組み合わせの織布または
不織布ウェブのようなものである。好ましくは、構造化されたキャリア２４は、装着者の
皮膚を吸収性コア２８内に収容された液体から隔てるために、疎水性の材料で作製される
。あるいは、構造化されたキャリア２４は、界面活性剤で処理して親水性にすることもで
きる。
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【００３０】
構造化されたキャリア２４は、好ましくは少なくとも０．２ｍｍ2の有効隙間サイズを伴
なう複数の隙間を有し、より好ましくは複数の隙間は少なくとも０．５ｍｍ2の有効隙間
サイズを有し、さらにより好ましくは複数の隙間は少なくとも１．０ｍｍ2の有効隙間サ
イズを有し、最も好ましくは複数の隙間は少なくとも２．０ｍｍ2の有効隙間サイズを有
する。効果的な隙間は、以下に説明する画像取得パラメーター（ｉｍａｇｅ　ａｃｑｕｉ
ｓｉｔｉｏｎ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ）のもとで、０－２５５の標準グレーレベルスケール
上で１８以下のグレーレベルを有するものである。
【００３１】
構造化されたキャリア２４は、好ましくは少なくとも１５パーセントの有効開口領域を有
し、より好ましくは構造化されたキャリアは、少なくとも２０パーセントの有効開口領域
を有し、さらにより好ましくは構造化されたキャリアは、少なくとも２５パーセントの有
効開口領域を有し、最も好ましくは構造化されたキャリアは、少なくとも３０パーセント
の有効開口領域を有する。
【００３２】
有効隙間サイズおよび有効開口領域は、以下に説明する画像解析を用いた方法により決定
される。方法は、３つの主な工程を有し：画像取得、すなわち、構造化されたキャリア２
４の表面における領域の典型的な画像を得る工程；画像測定、すなわち、画像のおよび個
々の隙間およびその周囲のパーセンテージ開口領域を測定する工程；およびデータ解析、
すなわちパーセンテージ開口領域、個々の隙間領域、および周囲測定値をスプレッドシー
トに示して、ここで、頻度分布、領域分布の総和、および動水半径（ｈｙｄｒａｕｌｉｃ
　ｒａｄｉｕｓ）のコンピューター処理が行なわれる。
【００３３】
フレームグラッバーボード、顕微鏡、カメラおよび画像解析ソフトウェアを具備する画像
解析システムが利用される。マールボロ、マサチューセッツのデータトランスレーション
（Ｄａｔａ　Ｔｒａｎｓｌａｔｉｏｎ）から入手可能なモデルＤＴ２８５５フレームグラ
ッバーボードを備える。ＶＨ５９００モニター顕微鏡、ビデオカメラ、それは接触型照射
ヘッドを具備するＶＨ５０レンズを有してフェアローン、ニュージャージーのキーエンス
社（Ｋｅｙｅｎｃｅ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能なである、もまた備え、コンピュー
ターファイルに保存される画像を取得するために用いた。キーエンス顕微鏡は画像を取得
して、フレームグラッバーボードは、この画像のアナログ信号をコンピューターで読み取
り可能なデジタルフォーマットに変換する。画像はコンピューターファイルに保存され、
エドモンス、ワシントンのバイオスキャン社（ＢｉｏＳｃａｎ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入
手可能なオプティマスイメージアナリシス（Ｏｐｔｉｍａｓ　Ｉｍａｇｅ　Ａｎａｌｙｓ
ｉｓ）ソフトウェアのような適切なソフトウェアを用いて測定される。オプティマスイメ
ージアナリシスソフトウェアを使用するために、コンピューターは、レッドモンド、ワシ
ントンのマイクロソフト社から入手可能なウインドウズソフトウェア、バージョン３．０
またはそれより新しいものを有するべきである。インテル（Ｉｎｔｅｌ）８０３８６と少
なくとも同等のＣＰＵもまた有する。任意の適切なデスクトップＰＣを用いることができ
、４８６ＤＸ３３タイプのＰＣが特に適切であることが見出された。保存されてファイル
から呼び出された画像は、約５０倍の最終表示倍率で、ソニートリニトロンモニターモデ
ル（Ｓｏｎｙ　Ｔｒｉｎｉｔｒｏｎ　ｍｏｎｉｔｏｒ　ｍｏｄｅｌ）ＰＶＭ－１３４３Ｍ
Ｏに表示される。
【００３４】
上述した画像取得工程は、オムツ２０の特定タイプの典型的な構造化されたキャリア２４
サンプルから、あるいは試験されるサンプル材料から、１０個の異なる領域を必要とする
。各領域は矩形であり、約５．８ミリメーター×４．２ミリメーターの寸法を有する。サ
ンプルは、隙間と、隙間を画定するサンプルの部分との間のコントストを高めるために、
ブラックマットボード上に配置される。ブラックマットボードの平均グレーレベルおよび
標準偏差は、それぞれ１６および４であった。
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【００３５】
画像は、室内灯を消して、サンプル直上のコピースタンドに搭載されたキーエンスモニタ
ー顕微鏡を用いて取得される。サンプルを照射するキーエンス光源は、オプティマスソフ
トウェアで調節およびモニターされて、ローチェスター、ニューヨークのイーストマンコ
ダック社（Ｅａｓｔｍａｎ　Ｋｏｄａｋ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能なコダックグレ
ースケール（Ｋｏｄａｋ　Ｇｒａｙ　Ｓｃａｌｅ）上における０．３濃度ウェッジの平均
グレーレベルおよび標準偏差を測定する。キーエンス光源の制御は、照射されるウェッジ
の平均グレーレベルが１１１±１かつ標準偏差が１０±１となるように調節される。全て
の画像は、一回の期間の間に取得され、キーエンス光源は、画像取得プロセスにわたるウ
ェッジの平均グレーレベルおよび標準偏差を測定することによりモニターされた。
【００３６】
個々の隙間の測定において、有効隙間サイズのみが重要なものである。有効隙間サイズを
測定することは、構造化されたキャリア２４の気孔率に関与することが意図される隙間サ
イズを定量化し、隙間であることが意図される領域を横断する繊維および繊維の束の寄与
を説明付ける。有効隙間は、構造化されたキャリア２４をとおる任意の穴であり、ここで
説明されたような画像取得パラメーターを用いて１８以下のグレーレベルを有する。した
がって、意図される隙間は、横断する繊維によって複数の有効隙間に分けられる。
【００３７】
画像解析ソフトウェアは、サンプル画像から取得されたルーラー画像によってミリメータ
ーまで測定される。オプティマム３．１イメージ（Ｏｐｔｉｍａｓ　３．１　Ｉｍａｇｅ
）メニューに見られる３×３の画素平均化フィルターは、ノイズを低減するために、保存
されたそれぞれの画像に適用される。隙間は、０から１８のグレーレベル範囲で検出され
る。５．８×４．２の視覚領域内に完全に含まれない隙間は、個々の領域および周囲の測
定に考慮されない。それゆえ、領域および周囲の平均および分布は、視界に完全に含まれ
ない領域によって影響されない。
【００３８】
しかしながら、画像内で完全に見ることができない個々の隙間は、パーセント開口面積の
測定に含まれる。パーセント開口領域は、単に画像内における画素の総数の０から１８の
画素比の画像なので、この違いが生じる。１９以上のグレーレベルを有する領域は、開口
領域の測定に数えられない。
【００３９】
各構造化されたキャリア２４についての１０画像の平均のためのパーセンテージ開口面積
は、オプティマスイメージアナリシス（Ｏｐｔｉｍａｓ　Ｉｍａｇｅ　Ａｎａｌｙｓｉｓ
）ソフトウェアを用いて測定される。パーセンテージ開口面積は、画像についての全画素
数に対する、０ないし１８のグレーレベルを有する画素数の比として定義される。パーセ
ンテージ開口面積は、構造化されたキャリアサンプルからの一つの特定の領域に対応する
それぞれの画素について測定される。１０の個々の画像のそれぞれからのパーセンテージ
開口面積は、その後、平均化されて、サンプル全体についてのパーセンテージ開口面積が
得られる。
【００４０】
データ解析は、エクセル（Ｅｘｃｅｌ）スプレッドシートにより行なわれ、それは、レッ
ドモンド、ワシントンのマイクロソフト社（Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏ
ｎ）から入手可能である。エクセルスプレッドシートは、パーセンテージ開口面積、隙間
面積およびオプティマスソフトウェアから得られた隙間周囲の測定値を系統だててまとめ
た。サンプルの平均および標準偏差、個々の隙間面積のサイズおよび頻度分布、および個
々の隙間についての動水半径の計算処理（周囲で割られた領域）は、スプレッドシートを
用いて得られた。
【００４１】
個々の隙間面積の分布もまた、エクセルスプレッドシートを用いて計算される。隙間は、
あるサイズ範囲の箱（ｂｉｎｓ）に振り分けられる。重要なあるサイズ範囲に入る隙間面
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積の数は、それぞれの範囲内における領域の総和と同様に決定される。範囲は、０．０５
ｍｍ2の増分に設定される。これらの領域は、サンプルの全開口面積のパーセンテージと
して表される。面積分布の頻度および総和は、それぞれのサンプルについての全ての１０
画像からの個々の隙間測定値を組み合わせることによって得られる。
【００４２】
構造化されたキャリア２４を製造するために用いることができる多くの製造技術が存在す
る。例えば、構造化されたキャリア２４は、スピン結合された、カードされた、湿式敷設
された（ｗｅｔ－ｌａｉｄ）、溶融ブローされた（ｍｅｌｔｂｌｏｗｎ）、水中からみ合
いさせた（ｈｙｄｒｏｅｎｔａｎｇｌｅｄ）、繊維の不織布ウェブ、上述の組み合わせま
たは複合ラミネートなどとすることができる。好ましい構造化されたキャリア２４は、ワ
イヤ形成スクリーン上で水中からみ合わせて不織布の当業者によく知られている手段で熱
的にエアスルー（ａｉｒ－ｔｈｒｏｕｇｈ）結合された、カードされた／カードされた複
合体、および繊維質ウェブの水中からみ合わせたものを含む。あるいは、孔あき成形フィ
ルム、織布ネット、および孔あきネットは適切とすることができる。
【００４３】
本発明の方法により運ばれる特定の組成物（以下、“スキンケア組成物”または“組成物
”と称する）は、吸収性製品の下にある領域の改善された皮膚状態の達成における重要な
ファクターではないが、組成物は、保護的、非閉塞作用（すなわち、比較的液体不浸透性
であるが、透気性のバリア）のいずれかを与えて、皮膚の過水和および身体放出物に含ま
れる成分に皮膚がさらされるのを防止しなければならないこと、あるいは、直接的または
間接的のいずれかでスキンケアの利点を運ぶ薬剤を含有しなければならないことが、明ら
かである。例えば、間接的な利点は、糞便または尿のような皮膚刺激物の改善された除去
を含む。組成物は、種々の状態とすることができ、エマルジョン、ローション、クリーム
、軟膏、膏薬、パウダー、懸濁液、カプセル、ジェルなどのようなものを含むが、限定さ
れない。
【００４４】
本明細書において用いられる際、“スキンケア組成物の効果的な量”は、特定の組成物の
量をさし、それは、吸収性製品の装着者に接触する面の１つ以上に塗布または移動された
際、吸収性製品に時間にわたって運ばれて、保護的バリアを与えることおよび／またはス
キンケア利点を運ぶことにおいて効果的であろう。もちろん、製品に適用される組成物の
効果的な量は、たいていは、用いられる特定の組成物に依存するであろう。それにもかか
わらず、吸収性製品の装着者に接触する面の少なくとも一部における組成物の量は、好ま
しくは約０．０５ｍｇ／ｉｎ2（０．００７８ｍｇ／ｃｍ2）ないし約８０ｍｇ／ｉｎ2（
１２．４ｍｇ／ｃｍ2）、より好ましくは約１ｍｇ／ｉｎ2（０．１６ｍｇ／ｃｍ2）から
約４０ｍｇ／ｉｎ2（６．２０ｍｇ／ｃｍ2）、さらにより好ましくは約４ｍｇ／ｉｎ2（
０．６２ｍｇ／ｃｍ2）ないし約２６ｍｇ／ｉｎ2（４．０３ｍｇ／ｃｍ2）の範囲であろ
う。これらの範囲は、例示のためのみであり、組成物の特性が、所望の皮膚利益を達成す
るために適用されなければならないレベルに影響する可能性があること、およびそのよう
なレベルは、本発明の開示を鑑みてルーチン的な実験により確かめられることを、当業者
は認識するであろう。
【００４５】
吸収性製品に適用されるスキンケア組成物のレベルは、本発明の方法の重要な局面である
一方、より重要なものは、一つ以上の処理された製品の使用中に装着者の皮膚に運ばれる
組成物の量である。所望の皮膚利益を与えるために皮膚に移ばれる要求レベルは、用いら
れる組成物の特性にある程度依存するものの、本発明者らは、所望される皮膚への効果を
依然として与えつつ、比較的低いレベルを運ぶことができることを見出した。これは、好
ましい組成物について特に当てはまる。
【００４６】
本発明の方法のもう一つの利点は、低いが必要とされる有効レベルの組成物を運ぶための
、スキンケア組成物の制御された適用である。これは、スキンケア剤の典型的なまばらな
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手を使った適用と対照的であり、それにおいては介護者／使用者は、必要とされるよりも
著しく大きなレベルの材料をしばしば塗布する。手を使って加えられた過剰の材料は、皮
膚から製品への移動の結果として、吸収性製品の流体処理特性に悪影響を与えるおそれが
ある。確かに、ワセリンのようなある種の材料について、手を使って適用されるレベルは
閉塞作用を実際に引き起こすおそれがあり、それによって皮膚を汚す。本発明の方法の利
益は、表面の湿気にバリアを与える一方で、皮膚の閉塞を避けることである（すなわち、
皮膚の呼吸性を維持する）。したがって、本発明の方法は、装着の間にわたって制御され
た組成物の移動を可能にし、最適レベルの組成物を皮膚に移動させて皮膚状態を改善する
。
【００４７】
約３時間の期間（典型的な日中の装着時間）に装着される１つの処理された製品の使用の
間に装着者に移動するスキンケア組成物のレベルに関しては、好ましくは少なくとも約０
．０１ｍｇ／ｉｎ2（０．００１６ｍｇ／ｃｍ2）、より好ましくは少なくとも約０．０５
ｍｇ／ｉｎ2（０．０７８ｍｇ／ｃｍ2）、さらにより好ましくは少なくとも約０．１ｍｇ
／ｉｎ2（０．０１６ｍｇ／ｃｍ2）の組成物が、３時間の装着期間にわたって皮膚に移動
する。典型的に、処理された一つの製品により移動する組成物の量は、３時間の使用期間
の間に、約０．０１ｍｇ／ｉｎ2（０．００１６ｍｇ／ｃｍ2）ないし約５ｍｇ／ｉｎ2（
０．７８ｍｇ／ｃｍ2）、より好ましくは約０．０５ｍｇ／ｉｎ2（０．００７８ｍｇ／ｃ
ｍ2）ないし約３ｍｇ／ｉｎ2（０．４７ｍｇ／ｃｍ2）、さらにより好ましくは約０．１
ｍｇ／ｉｎ2（０．０１６ｍｇ／ｃｍ2）ないし約２ｍｇ／ｉｎ2（０．３１ｍｇ／ｃｍ2）
であろう。
【００４８】
処理された製品の、２４時間の期間のような連続した使用（言い換えれば、交換は通常の
使用パターンに一致して起こり、これは、１日の間に３から４時間ごとに交換すること、
および夜間の睡眠前の新たな製品を典型的に含む）について、好ましくは少なくとも約０
．０３ｍｇ／ｉｎ2（０．００４７ｍｇ／ｃｍ2）、より好ましくは少なくとも約０．１ｍ
ｇ／ｉｎ2（０．０１６ｍｇ／ｃｍ2）、さらにより好ましくは少なくとも約０．３ｍｇ／
ｉｎ2（０．０４７ｍｇ／ｃｍ2）の組成物が２４時間にわたって装着者の皮膚に移動する
ことが好ましいであろう。典型的に、処理された製品がそれぞれの交換時において適用さ
れる場合、２４時間後に移ばれる組成物の量は、約０．０３ｍｇ／ｉｎ2（０．００４７
ｍｇ／ｃｍ2）ないし約１８ｍｇ／ｉｎ2（２．７９ｍｇ／ｃｍ2）、より好ましくは約０
．１ｍｇ／ｉｎ2（０．０１６ｍｇ／ｃｍ2）ないし約１０ｍｇ／ｉｎ2（１．５５ｍｇ／
ｃｍ2）、さらにより好ましくは約０．３ｍｇ／ｉｎ2（０．０４７ｍｇ／ｃｍ2）ないし
約６ｍｇ／ｉｎ2（０．９３ｍｇ／ｃｍ2）であろう。
【００４９】
本発明の方法にしたがって皮膚に運ばれるスキンケア組成物に有用な多くの材料が存在す
ることが認識され、安全で効果的なスキンケア剤であると思われてきたそれらは、本発明
における使用のために形式的な材料である。そのような材料は、アメリカ合衆国連邦食料
医薬品局（ＦＤＡ）の“一般市販薬の使用のための皮膚保護薬品における暫定的最終モノ
グラフ”（Ｔｅｎｔａｔｉｖｅ　Ｆｉｎａｌ　Ｍｏｎｏｇｒａｐｈ　ｏｎ　Ｓｋｉｎ　Ｐ
ｒｏｔｅｃｔａｎｔ　Ｄｒｕｇ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｆｏｒ　Ｏｖｅｒ－ｔｈｅ－Ｃｏｕ
ｎｔｅｒ　Ｈｕｍａｎ　Ｕｓｅ）により定義されているようなカテゴリーＩを含み、現在
、アラントイン（ａｌａｎｔｏｉｎ）、水酸化アルミニウムゲル、カラミン、ココアバタ
ー、ジメチコン、タラ肝油（組み合わせで）、グリセリン、カオリン、ワセリン、ラノリ
ン、ミネラルオイル、鮫油、白色ワセリン、タルク、トピカルスターチ（ｔｏｐｉｃａｌ
　ｓｔａｒｃｈ）、酢酸亜鉛、炭酸亜鉛、酸化亜鉛などを含む。他の潜在的に有用な材料
は、アメリカ合衆国連邦食料医薬品局（ＦＤＡ）の“一般市販薬の使用のための皮膚保護
薬品における暫定的最終モノグラフ”により定義されているようなカテゴリーIIIを含み
、現在、生酵母菌誘導体、アルジオキサ（ａｌｄｉｏｘａ）、酢酸アルミニウム、微孔質
セルロース、コレカルシフェロール、コロイダルオートミール、システイン塩酸塩、デキ
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スパンタノール、ペルビアン（Ｐｅｒｕｖｉａｎ）バルサムオイル、プロテイン加水分解
物、ラセメチオニン（ｒａｃｅｍｅｔｈｉｏｎｉｎｅ）、ビカーボネートナトリウム、ビ
タミンＡなどを含む。
【００５０】
ＦＤＡのモノグラフに挙げられたスキンケア成分の多くは、現在市販されているスキンケ
ア製品、ＡおよびＤ（登録商標）オイントメント（Ｏｉｎｔｍｅｎｔ）、ワセリン（Ｖａ
ｓｅｌｉｎｅ）（登録商標）ペトレウムジェリー（Ｐｅｔｏｌｅｕｍ　Ｊｅｌｌｙ）、デ
シティン（Ｄｅｓｉｔｉｎ）（登録商標）ダイアパーラッシュオイントメント（Ｄｉａｐ
ｅｒ　Ｒａｓｈ　Ｏｉｎｔｍｅｎｔ）およびデイリーケアオイントメント（Ｄａｉｌｙ　
Ｃａｒｅ　Ｏｉｎｔｍｅｎｔ）、ゴールドボンド（Ｇｏｌｄ　Ｂｏｎｄ）（登録商標）メ
ディケイテッドベイビーパウダー（Ｍｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｂａｂｙ　Ｐｏｗｄｅｒ）、ア
クアフォー（Ａｑｕａｐｈｏｒ）（登録商標）ヒーリングオイントメント（Ｈｅａｌｉｎ
ｇ　Ｏｉｎｔｍｅｎｔ）、ベイビーマジック（Ｂａｂｙ　Ｍａｇｉｃ）（登録商標）ベイ
ビーローション（Ｂａｂｙ　Ｌｏｔｉｏｎ）、ジョンソンズウルトラセンシティブ（Ｊｏ
ｈｎｓｏｎ’ｓ　Ｕｌｔｒａ　Ｓｅｎｓｉｓｔｉｖｅ）（登録商標）ベイビークリーム（
Ｂａｂｙ　Ｃｒｅａｍ）、ジョンソンのベイビーローション、リップクリームなどに用い
ることができる。これらの市販製品は、吸収性製品に適用して、本発明の方法における使
用のための処理された製品を得ることができ、製品の修正を伴なって、または伴なわずに
この新規な方法によって移動を促進する。
【００５１】
以下に述べるように、本発明の方法に有用なスキンケア組成物は、室温においては比較的
動かず、製品の装着者接触面に集中され、体温で装着者に容易に移動でき、過酷な保存条
件のもとで完全に液体ではないような溶融プロファイルを有することが好ましいが、必要
ではない。好ましくは、組成物は、通常の接触、装着者の動き、および／または体温によ
って皮膚に容易に移動することができる。組成物は、製品の装着者接触面で実質的に移動
しないことが好ましいので、比較的低いレベルの組成物が、所望のスキンケア利益を与え
るために必要とされる。さらに、特別なバリアまたは包装材料は、本発明の方法に有用な
処理された製品の包装に必要ないであろう。
【００５２】
好ましい態様において、本明細書において有用なスキンケア組成物は、２０℃、すなわち
室温において固体、または、より多くの場合には半固体である。“半固体”という用語は
、疑似塑性または塑性流体の特色をよく示すレオロジーを有する組成物が意味される。剪
断が適用されない場合には、組成物は半固体の外観を有することができるが、剪断速度が
増加するにしたがって流れることができる。これは、組成物は主として固体成分を含む一
方、それは、少量の液体成分もまた含むという事実に起因する。好ましくは、本発明の組
成物は、約１．０×１０6センチポアズから約１．０×１０8センチポアズの間のゼロ剪断
（ｚｅｒｏ　ｓｈｅａｒ）粘度を有する。より好ましくは、ゼロ剪断粘度は、約５．０×
１０6センチポアズないし約５．０×１０7センチポアズの間である。本明細書において用
いられる際、“ゼロ剪断粘度”という用語は、プレートアンドコーン（ｐｌａｔｅ　ａｎ
ｄ　ｃｏｎｅ）粘度計（適切な装置は、ニューキャッスル、デラウェアのティーエーイン
ストゥルメンス（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ）からモデルナンバーＣＳＬ　１００と
して入手可能である）を用いて測定された非常に低い剪断速度（例えば１．０ｓｅｃ-1）
において測定された粘度をさす。当業者は、高融点成分（以下に示すような）以外の手段
は、そのような手段を含有する組成物について測定される同様の粘度を与えるために用い
ることができることを認識するであろう。その粘度は、粘度のプロットに対して、約２０
℃の温度におけるゼロの剪断速度へのそのような組成物についての剪断測度を外挿するこ
とによって、測定することができる。
【００５３】
好ましい組成物は、組成物の移動を最小限にするために、室温において少なくとも半固体
である。さらに、組成物は、好ましくは、潜在的な“ストレスの多い（ｓｔｒｅｓｓｆｕ
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ｌ）”保存条件を越える最終融点（１００％液体）を有し、それは４５℃（例えば、アリ
ゾナでの倉庫、フロリダでの車のトランクなど）より高くすることができる。こうした溶
融特性を有する典型的な組成物は、米国特許第５，６４３，５８８号（Ｒｏｅ　ｅｔ　ａ
ｌ．）、米国特許第５，６０７，７６０号（Ｒｏｅ　ｅｔ　ａｌ．）、米国特許第５，６
０９，５８７号および米国特許第５，６３５，１９１号に詳細に記載されており、これら
の文献のそれぞれの開示は、参考として取り込まれて本明細書を構成する。具体的には、
好ましい組成物は、以下の溶融プロファイルを有する。
【００５４】
【表１】

【００５５】
室温で固体または半固体であることによって、好ましい組成物は、それらが適用される製
品の望ましくない位置に著しい程度まで流れて移動するという傾向を有しない。このこと
は、望ましい治療的で、保護的な、またはコンディショニングの利点を与えるために、よ
り少ないスキンケア組成物が必要とされることを意味する。
【００５６】
好ましい組成物の不動性を高めるために、処方された組成物の粘度は、望まれない位置ま
で製品内に流れることを防止できるように、できるだけ高くするべきである。残念なこと
に、ある場合には、より高い粘度は装着者の皮膚への組成物の移動を妨げるおそれがある
。それゆえ粘度は、製品の表面に集中する組成物を保つために充分に高いが、装着者の皮
膚への移動を妨げるほど高くないように、バランスが達成されるべきである。組成物につ
いての適切な粘度は、回転粘度計（適切な粘度計は、メルローズパーク、イリノイのラブ
ラインインスツルメンツ（Ｌａｂ　Ｌｉｎｅ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ）からモデル（Ｍ
ｏｄｅｌ）４５３７として入手することができる）を用いた６０℃における測定で、典型
的には約５ないし約５００センチポアズ、好ましくは約５ないし約３００センチポアズ、
より好ましくは約５ないし約１００センチポアズである。粘度計は、ナンバー２のスピン
ドルを用いて６０ｒｐｍで操作される。
【００５７】
皮膚の滑らかさの利点を与えるために企てられた組成物について、これらの組成物に有用
な活性体（ａｃｔｉｖｅ）は、１種またはこれ以上の皮膚保護剤（ｐｒｏｔｅｃｔａｎｔ
ｓ）または皮膚軟化剤である。本明細書において用いられる際、“皮膚軟化剤”という用
語は、ぬれや刺激に対して皮膚を保護し、皮膚を滑らかにし、和らげ、柔軟にし、覆って
、潤滑にし、水分を与え、保護するおよび／または清浄にする材料である。（上で列挙し
たモノグラフの活性体のいくつかは、本明細書において用いられる用語としての“軟化剤
”であることが認識されるであろう）。好ましい態様において、これらの軟化剤は、室温
すなわち２０℃において塑性、または流体粘稠度のいずれかを有するであろう。この特定
の軟化剤粘稠度は、組成物が、ソフトで潤滑であるとともにローション状の感触を与える
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のを可能にする。
【００５８】
本発明において有用とされる代表的な軟化剤は、次のものを含むが限定されない：すなわ
ち、鉱油ベースの軟化剤；ポリオールポリエステル；サッカロースエステル脂肪酸；ポリ
エチレングリコールおよびその誘導体；潤滑剤；脂肪酸エステルタイプ；アルキルエトキ
シレートタイプ；脂肪酸エステルエトキシレート；脂肪アルコールタイプ；ポリシロキサ
ンタイプ；プロピレングリコールおよびその誘導体；グリセリンおよびその誘導体であり
、Ｃ12～Ｃ28脂肪酸のグリセリド、アセトグリセリド、およびエトキシ化されたグリセリ
ドを含む；トリエチレングリコールおよびその誘導体；鯨ロウまたは他のワックス；脂肪
酸；脂肪アルコールエーテル、特にステアリン酸のようにその脂肪鎖に１２ないし２８の
炭素原子を有するもの；プロポキシ化された脂肪アルコール；ポリヒドロキシアルコール
の他の脂肪エステル；ラノリンおよびその誘導体；カオリンおよびその誘導体；上で列挙
されたモノグラフのスキンケア剤の任意のもの；またはこれらの軟化剤の混合物である。
適切な鉱油ベースの軟化剤は、１６ないし３２の炭素原子の鎖長を有する炭化水素、また
は炭化水素の混合物を含む。こうした鎖長を有する鉱油ベースの炭化水素は、ミネラルオ
イル（“液体ワセリン”としても知られている）およびワセリン（“ミネラルワックス”
、“鉱油ゼリー”および“ミネラルゼリー”としても知られている）を含む。ミネラルオ
イルは、１６ないし２０の炭素原子を有する炭化水素の粘性のより小さい混合物を通常さ
す。ワセリンは、１６ないし３２の炭素原子を有する炭化水素の粘性のより大きいな混合
物を通常さす。ワセリンおよびミネラルオイルは、本発明の組成物のための特に好ましい
軟化剤である。
【００５９】
適切な脂肪酸エステルタイプの軟化剤は、Ｃ12～Ｃ28脂肪酸、好ましくはＣ16～Ｃ22の飽
和脂肪酸と、短鎖（Ｃ1～Ｃ8、好ましくはＣ1～Ｃ3）の一価アルコールとから誘導された
ものを含む。そのようなエステルの典型的な例は、パルミチン酸メチル、ステアリン酸メ
チル、ラウリン酸イソプロピル、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピル
、パルミチン酸エチルヘキシル、およびそれらの混合物を含む。また、適切な脂肪酸エス
テル軟化剤は、長鎖の脂肪アルコール（Ｃ12～Ｃ28、好ましくはＣ12～Ｃ16）および短鎖
、例えば、乳酸から誘導することができ、乳酸ラウリルおよび乳酸セチルのようなもので
ある。
【００６０】
適切なアルキルエトキシレートタイプの軟化剤は、約２ないし約３０の平均エトキシ化度
を有するＣ12～Ｃ22の脂肪アルコールエトキシレートを含む。好ましくは、脂肪アルコー
ルエトキシレート軟化剤は、ラウリル、セチル、およびステアリルエトキシレート、およ
びその混合物からなる群から選択され、約２ないし約２３の範囲の平均エトキシ化度を有
するものである。そのようなアルキルエトキシレートの典型例は、ラウレース（ｌａｕｒ
ｅｔｈ）－３（３の平均エトキシ化度を有するラウリルエトキシレート）、ラウレース－
２３（２３の平均エトキシ化度を有するラウリルエトキシレート）、セテース（ｃｅｔｅ
ｔｈ）－１０（１０の平均エトキシ化度を有するセチルアルコールエトキシレート）およ
びステアレース（ｓｔｅａｒｅｔｈ）－１０（１０の平均エトキシ化度を有するステアリ
ルアルコールエトキシレート）を含む。用いられる場合、これらのアルキルエトキシレー
ト軟化剤は、ワセリンのような鉱油ベースの軟化剤と組み合わせて典型的に用いられ、鉱
油ベースの軟化剤に対するアルキルエトキシレート軟化剤の重量比は、約１：１ないし約
１：５、好ましくは約１：２ないし約１：４である。
【００６１】
適切な脂肪アルコールタイプの軟化剤は、Ｃ12～Ｃ22の脂肪アルコール、好ましくはＣ16

～Ｃ18の脂肪アルコールを含む。典型例は、セチルアルコールおよびステアリルアルコー
ル、およびそれらの混合物を含む。用いられる場合、これらの脂肪アルコール軟化剤は、
ワセリンのような鉱油ベースの軟化剤と組み合わせて典型的に用いられ、鉱油ベースの軟
化剤に対する脂肪アルコールの重量比は、約１：１ないし約１：５、好ましくは約１：１



(15) JP 4948702 B2 2012.6.6

10

20

30

40

50

ないし約１：２である。
【００６２】
本発明における使用のための軟化剤の他の適切なタイプは、ポリシロキサン化合物を含む
。一般に、本発明での使用に適切なポリシロキサン材料は、以下の構造のモノマーシロキ
サン単位を含むものである。
【００６３】
【化３】

【００６４】
ここで、各独立したシロキサンモノマー単位ついてのＲ1およびＲ2は、それぞれ独立に水
素、または任意のアルキル、アリール、アルケニル、アルクアリール（ａｌｋａｒｙｌ）
、アラキル（ａｒａｋｙｌ）、シクロアルキル、ハロゲン化炭化水素、または他の基とす
ることができる。そのような基の任意のものは、置換または非置換とすることができる。
任意の特定のモノマー単位についてのＲ1およびＲ2は、隣接するモノマー単位の対応する
官能基と異なっていてもよい。さらに、ポリシロキサンは、直鎖、分岐鎖のいずれとして
もよく、あるいは環構造を有することができる。基Ｒ1およびＲ2は、さらに加えて、独立
して、他のシランを含む（ｓｉｌａｃｅｏｕｓ）官能基とすることができ、シロキサン、
ポリシロキサン、シラン、およびポリシランのようなものであるが限定されない。基Ｒ1

およびＲ2は、種々の有機官能基の任意を含んでもよく、例えば、アルコール、カルボン
酸、フェニルおよびアミン官能基である。
【００６５】
典型的なアルキル基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、ヘキシル、オク
チル、デシル、オクタデシルなどを含む。典型的なアルケニル基は、ビニル、アリルなど
のようなものを含む。典型的なアリール基は、フェニル、ジフェニル、ナフチルなどのよ
うなものを含む。典型的なアルクアリール基は、トイル（ｔｏｙｌ）、キシリル、エチル
フェニルなどのようなものを含む。典型的なアラルキル基は、ベンジル、アルファ－フェ
ニルエチル、ベータ－フェニルエチル、アルファ－フェニルブチルなどのようなものを含
む。典型的なシクロアルキル基は、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシルなど
を含む。典型的なハロゲン化炭化水素基は、クロロメチル、ブロモメチル、テトラフルオ
ロエチル、フルオロエチル、トリフルオロエチル、トリフルオロトルオイル（ｔｒｉｆｌ
ｕｏｒｏｔｌｏｙｌ）、ヘキサフルオロキシリルなどのようなものを含む。
【００６６】
有用なポリシロキサンの粘度は、製品への適用のためにポリシロキサンが流動可能である
、または流動可能になる限り、ポリシロキサンの粘度が一般に変化するように広く変化さ
せることができる。これは、約５センチストークス（３７℃においてガラス粘度計により
測定した際）のような低い粘度から約２０，０００，０００センチストークスまでを含む
が、限定されない。好ましくは、ポリシロキサンは、３７℃において、約５ないし約５，
０００センチストークス、より好ましくは約５ないし約２，０００センチストークス、最
も好ましくは約１００ないし約１０００センチストークスの粘度を有する。それ自体では
流動するのに抵抗を有する高粘度のポリシロキサンは、次のような方法によって製品の上
に効果的に堆積させることができる。例えば、界面活性剤中にポリシロキサンを乳化させ
る方法、あるいは、ヘキサンのような溶媒の助けをかりてポリシロキサンを溶液中に与え
るような方法であるが、これらは例示のためのみに挙げられる。吸収性製品にポリシロキ
サン軟化剤を適用するための特定の方法は、以下でより詳細に説明する。
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【００６７】
本発明における使用のために好ましいポリシロキサン化合物は、１９９１年１０月２２日
に発行された米国特許第５，０５９，２８２号（Ａｍｐｕｌｓｋｉ　ｅｔ　ａｌ．）に記
載されており、この文献は参照として取り込まれて本明細書を構成する。本発明の組成物
における軟化剤としての使用のために特に好ましいポリシロキサン化合物は、フェニル官
能性ポリメチルシロキサン化合物（例えば、ダウコーニング（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）
５５６　化粧品等級流体（Ｃｏｓｍｅｔｉｃ－Ｇｒａｄｅ　Ｆｌｕｉｄ）：ポリフェニル
メチルシロキサン）、およびセチルまたはステアリル官能化されたジメチコン類（ｄｉｍ
ｅｔｈｉｃｏｎｅｓ）であり、それぞれダウ（Ｄｏｗ）２５０２およびダウ２５０３ポリ
シロキサン液体のようなものである。フェニル官能基またはアルキル基でのそのような置
換に加えて、効果的な置換は、アミノ基、カルボキシル基、ヒドロキシル基、エーテル基
、ポリエーテル基、アルデヒド基、ケトン基、アミド基、エステル基およびチオール基で
行うことができる。これらの効果的な置換基のなかで、フェニル基、アミノ基、アルキル
基、カルボキシル基およびヒドロキシル基を含む基の群は、他のものより好ましく；フェ
ニル官能基が最も好ましい。
【００６８】
適切な湿潤剤は、グリセリン、プロピレングリコール、ソルビトール、トリヒドロキシス
テアリンなどのようなものを含む。
【００６９】
存在する場合、組成物中に含有することができる軟化剤の量は、種々の要因に依存し、そ
れは、含有される特定の軟化剤、所望されるローション的な利点、組成物中の他の成分な
どのような要因を含むであろう。組成物は、全重量に対して０ないし約１００％の軟化剤
を含有することができる。好ましくは、組成物は、重量で約１０ないし約９５％、より好
ましくは約２０ないし約８０％、最も好ましくは約４０ないし約７５％の軟化剤を含有す
るであろう。
【００７０】
本発明の方法に有用な治療的／皮膚保護的／皮膚コンディショニング組成物のもう一つの
任意の好ましい成分は、組成物（好ましい軟化剤および／または他のスキンコンディショ
ニング／治療的／保護的成分を含む）を、処理された製品の中または上の所望の位置に固
定化することができる薬剤である。組成物中の好ましい軟化剤のいくらかは、２０℃にお
いて塑性または流体粘稠度を有するので、中程度のずれに供された場合でも、それは流動
または移動する傾向を有する。吸収性製品の装着者接触面または他の位置に適用された際
、特に溶かされたまたは溶解した状態において、軟化剤は、処理された領域の中または上
に主としてとどまらないおそれがある。それよりむしろ、軟化剤は、製品の望まれない領
域に移動して流れる傾向を有するであろう。
【００７１】
具体的には、軟化剤が製品の内部に移動すると、本発明の方法に有用な組成物に使用され
る軟化剤および他のスキンコンディショニング剤の多くの疎水的な特性に起因して、製品
のコアの吸収性に望ましくない影響を及ぼすおそれがある。それはまた、所望の皮膚の滑
らかさの利点を得るために、より多くの軟化剤が製品に適用されなければないことを意味
する。軟化剤のレベルを高めることは、コストを増大させるのみならず、製品のコアの吸
収性における望ましくない影響、および処理された製品の加工／変形の間の組成物の望ま
しくない移動を悪化させる。
【００７２】
固定化剤は、組成物が適用された製品の表面または領域の中に主として集中された軟化剤
を保つことによって、軟化剤が移動または流れる傾向を相殺する。これは、固定化剤が、
組成物の融点および／または粘度を、軟化剤のそれよりも高めるという事実に部分的に起
因すると信じられる。固定化剤は、好ましくは、軟化剤と混和性（あるいは、適切な乳化
剤の助けをかりて軟化剤に溶解、またはそれに分散する）であるので、それは適用された
製品の装着者接触面または領域の中に軟化剤を捕捉する。
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それが適用された製品の装着者接触面または領域に、固定化剤を“閉じ込める（ｌｏｃｋ
）”することもまた、有利である。これは、製品への適用の際に迅速に硬化（例えば、固
化）する固定化剤を用いることによって達成することができる。さらに、ブロワー、ファ
ン、冷却ローラーなどによる処理された製品の外部からの冷却も、固定化剤の結晶化を促
進することができる。
【００７４】
軟化剤と混和性（またはそれに溶解する）であることに加えて、固定化剤は、好ましくは
、室温で固体または半固体の組成物を与えるような溶融プロファイルを有するであろう。
この点に関して、好ましい固定化剤は、少なくとも約３５℃の融点を有することができる
。そういうわけで、軟化剤自体は移動または流動する傾向を有しないであろう。好ましい
固定化剤は、少なくとも約４０℃の融点を有することができる。典型的に、固定化剤は、
約５０℃から約１５０℃の範囲内の融点を有するであろう。
【００７５】
用いられる場合、ここで有用な固定化剤は、スキンケア組成物の好ましい特性が本明細書
に記載されている皮膚利益を与える限り、多くの薬剤の任意のものから選択することがで
きる。好ましい固定化剤は、Ｃ14～Ｃ22の脂肪アルコール、Ｃ12～Ｃ22の脂肪酸、および
２ないし約３０の範囲の平均エトキシ化度を有するＣ12～Ｃ22の脂肪アルコールエトキシ
レート、およびその混合物からなる群から選択されるものを含むことができる。好ましい
固定化剤は、Ｃ16～Ｃ18の脂肪アルコール、最も好ましくは、セチルアルコール、ステア
リルアルコール、ベヘニルアルコール、およびその混合物からなる群から選択される結晶
性の高融点材料を含む。（これらの材料の直鎖構造は、処理された吸収性製品上での固化
を促進することができる。）セチルアルコールとステアリルアルコールとの混合物は、特
に好ましい。他の好ましい固定化剤は、Ｃ16～Ｃ18の脂肪酸、最も好ましくは、パルミチ
ン酸、ステアリン酸およびその混合物からなる群から選択される。パルミチン酸とステア
リン酸との混合物は、特に好ましい。さらに他の好ましい固定化剤は、約５ないし約２０
の範囲の平均エトキシ化度を有するＣ16～Ｃ18の脂肪アルコールエトキシレートを含む。
好ましくは、脂肪アルコール、脂肪酸および脂肪アルコールは直鎖状である。重要なこと
に、Ｃ16～Ｃ18の脂肪アルコールのような好ましい固定化剤は、組成物の結晶化の速度を
増加させて、基材の表面で組成物を迅速に結晶化させる。
【００７６】
単独で、あるいは上述した固定化剤と組み合わせて固定化剤として用いることができる成
分の他のタイプは、カルナウバ、オゾケライト、みつろう、カンデリラ、パラフィン、セ
レシン、エスパルト、オーリクリ、レゾワックス、イソパラフィン、および他の臭ろう（
ｍｉｎｅｄ　ａｎｄ　ｍｉｎｅｒａｌ　ｗａｘ）を含む。これらの材料の高い融点は、組
成物が製品の所望の表面または位置で不動化するのを助けることができる。さらに、微結
晶ワックスは、有効な固定化剤である。微結晶ワックスは、スキンケア組成物中に低分子
量の炭化水素を、“閉じ込める”ことを助けることができる。好ましくは、ワックスはパ
ラフィンワックスである。特に好ましい別の固定化剤の例は、私書箱１０９８　ウエスト
バビロン、ニューヨーク１１７０４のシュトラールアンドピッチ社（Ｓｔｒａｈｌ　ａｎ
ｄ　Ｐｉｔｓｃｈ　Ｉｎｃ．）のパラフィンエスピー（Ｐａｒｒａｆｉｎ　Ｓ．Ｐ．）４
３４のようなパラフィンワックスである。
【００７７】
本発明における使用に適切なポリヒドロキシ脂肪酸エステルは、以下の式で表されるであ
ろう。
【００７８】
【化４】
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【００７９】
ここで、ＲはＣ5～Ｃ31のハイドロカルビル基、好ましくは直鎖でＣ7～Ｃ19のアルキルま
たはアルケニル、より好ましくは直鎖でＣ９～Ｃ17のアルキルまたはアルケニル、最も好
ましくは直鎖でＣ11～Ｃ17のアルキルまたはアルケニル、またはその混合物であり；Ｙは
鎖に直接結合した少なくとも２つの遊離ヒドロキシをともなうハイドロカルビル鎖を有す
るポリヒドロキシハイドロカルビル部分であり；ｎは少なくとも１である。適切なＹ基は
、グリセロール、ペンタエリスリトールのようなポリオール；ラフィノース、マルトデキ
ストロース、ガラクトース、サッカロース、グルコース、キシロース、フラクトース、マ
ルトース、ラクトース、マンノースおよびエリスロースのような糖；エリスリトール、キ
シリトール、マリトール、マンニトールおよびソルビトールのような糖アルコール；およ
びソルビタンのような糖アルコールの無水物から誘導することができる。
【００８０】
本発明における使用のために適切なポリヒドロキシ脂肪酸エステルの１つの種類は、ある
種のソルビタンエステル、好ましくはＣ16～Ｃ22の飽和脂肪酸のソルビタンエステルを含
む。それらが典型的に製造される方法のために、これらのソルビタンエステルは、モノ－
、ジ－、トリ－などのようなエステルの混合物を通常含有する。適切なソルビタンエステ
ルの典型例は、ソルビタンパルミチン酸エステル（例えば、ＳＰＡＮ４０）、ソルビタン
ステアリン酸エステル（例えば、ＳＰＡＮ６０）、およびソルビタンベヘン酸エステルを
含み、それらは、こうしたソルビタンエステルのモノ－、ジ－およびトリ－型の１種また
はそれ以上を含有し、例えば、ソルビタンモノ－、ジ－およびトリ－パルミチン酸エステ
ル、ソルビタンモノ－、ジ－およびトリ－ステアリン酸エステル、ソルビタンモノ－、ジ
－およびトリ－ベヘン酸エステルを、混合された獣脂脂肪酸ソルビタンモノ－、ジ－およ
びトリ－エステルとともに含む。異なるソルビタンエステルの混合物もまた用いることが
でき、ソルビタンステアリン酸エステルをともなうソルビタンパルミチン酸エステルのよ
うなものである。特に好ましいソルビタンエステルは、ソルビタンステアリン酸エステル
であり、典型的にはＳＰＡＮ　６０のようなモノ－、ジ－およびトリ－エステル（加えて
、いくらかのテトラエステル）の混合物、およびＧＬＹＣＯＭＵＬ－Ｓの商品名でロンザ
社（Ｌｏｎｚａ，Ｉｎｃ．）から市販されているソルビタンステアリン酸エステルのよう
なものである。これらのソルビタンエステルは、モノ－、ジ－およびトリ－、加えていく
らかのテトラエステルの混合物を典型的に含有するが、モノおよびジエステルは、これら
の混合物中で、通常主要な成分である。
【００８１】
本発明における使用のために適切なポリヒドロキシ脂肪酸エステルのもうひとつの種類は
、ある種のグリセリルモノエステル、好ましくはＣ16～Ｃ22の飽和脂肪酸のグリセリルモ
ノエステルを含み、グリセリルモノステアリン酸エステル、グリセリルモノパルミチン酸
エステル、およびグリセリルモノベヘン酸エステルのようなものである。ここでも、ソル
ビタンエステルと同様に、グリセリルモノエステル混合物は、ジおよびトリエステルを典
型的に含むであろう。しかしながら、そのような混合物は、本発明において有用なグリセ
リルモノエステル種を主に含有するべきである。
【００８２】
本発明における使用のために適切なポリヒドロキシ脂肪酸エステルのもうひとつの種類は
、ある種のサッカロース脂肪酸エステル、好ましくはサッカロースのＣ12～Ｃ22の飽和脂
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肪酸エステルを含む。サッカロースのモノエステルおよびジエステルは特に好ましく、サ
ッカロースモノ－およびジ－ステアリン酸エステル、およびサッカロースモノ－およびジ
－ラウリン酸エステルを含む。
【００８３】
本発明での使用に適切なポリヒドロキシ脂肪酸アミドは、次の式で表されるであろう。
【００８４】
【化５】

【００８５】
上記式中、Ｒ1はＨ、Ｃ1～Ｃ4のハイドロキシカルビル、２－ヒドロキシエチル、２－ヒ
ドロキシプロピル、メトキシエチル、メトキシプロピル、またはそれらの混合物、好まし
くはＣ1～Ｃ4のアルキル、メトキシエチルまたはメトキシプロピル、より好ましくはＣ1

またはＣ2のアルキルまたはメトキシプロピル、最も好ましくはＣ1アルキル（すなわちメ
チル）またはメトキシプロピルであり；Ｒ2はＣ5～Ｃ31のハイドロカルビル基、好ましく
は直鎖でＣ7～Ｃ19のアルキルまたはアルケニル、より好ましくは直鎖でＣ9～Ｃ17のアル
キルまたはアルケニル、最も好ましくは直鎖でＣ11～Ｃ17のアルキルまたはアルケニル、
またはその混合物であり；Ｚは鎖に直接結合した少なくとも３つのヒドロキシルをともな
う直鎖のハイドロカルビル鎖を有するポリヒドロキシハイドロカルビル部分である。１９
９２年１２月２９日に発行された米国特許第５，１７４，９２７号（Ｈｏｎｓａ）（これ
は取り込まれて本明細書を構成する）を参照されたい。この文献には、これらのポリヒド
ロキシ脂肪酸アミドが、その調製とともに記載されている。
【００８６】
Ｚ部分は、還元的アミノ化反応において還元糖から誘導することができ；最も好ましくは
グリシチル（ｇｌｙｃｉｔｙｌ）である。適切な還元糖は、グルコース、フラクトース、
マルトース、ラクトース、ガラクトース、マンノースおよびキシロースを含む。高デキス
トロースのコーンシロップ、高フラクトースのコーンシロップ、および高マルトースのコ
ーンシロップは、上で列挙した個々の糖と同様に用いることができる。これらのコーンシ
ロップは、Ｚ部分に糖成分の混合物を与えることができる。
【００８７】
Ｚ部分は、好ましくは、－ＣＨ2－(ＣＨＯＨ)n－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ(ＣＨ2ＯＨ)－[(ＣＨ
ＯＨ)n-1]－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ2ＯＨ－ＣＨ2－(ＣＨＯＨ)2(ＣＨＯＲ3)(ＣＨＯＨ)－ＣＨ

2ＯＨからなる群から選択されるであろう。ここで、ｎは３ないし５の整数であり、Ｒ3は
Ｈまたは環状または脂肪族単糖類である。最も好ましいのはｎが４のグリシチル、特に－
ＣＨ2－(ＣＨＯＨ)4－ＣＨ2ＯＨである。
【００８８】
上述した式において、Ｒ1は、例えば、Ｎ－メチル、Ｎ－エチル、Ｎ－プロピル、Ｎ－イ
ソプロピル、Ｎ－ブチル、Ｎ－２－ヒドロキシエチル、Ｎ－メトキシプロピルまたはＮ－
２－ヒドロキシプロピルとすることができる。Ｒ2は、例えば、コカミド類（ｃｏｃａｍ
ｉｄｅｓ）、ステアルアミド類（ｓｔｅａｒａｍｉｄｅｓ）、オレアミド類（ｏｌｅａｍ
ｉｄｅｓ）、ラウラミド類（ｌａｕｒａｍｉｄｅｓ）、ミリストアミド類（ｍｙｒｉｓｔ
ａｍｉｄｅｓ）、カプリックアミド類（ｃａｐｒｉｃａｍｉｄｅｓ）、パルミトアミド類
（ｐａｌｍｉｔａｍｉｄｅｓ）、タローアミド類（ｔａｌｌｏｗａｍｉｄｅｓ）などを与
えるために選択することができる。Ｚ部分は、１－デオキシグルシチル（ｄｅｏｘｙｇｌ
ｕｃｉｔｙｌ）、２－デオキシフルクチチル（ｄｅｏｘｙｆｒｕｃｔｉｔｙｌ）、１－デ
オキシマルチチル（ｄｅｏｘｙｍａｌｔｉｔｙｌ）、１－デオキシラクチチル（ｄｅｏｘ
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ｙｌａｃｔｉｔｙｌ）、１－デオキシガラクチチル（ｄｅｏｘｙｇａｌａｃｔｉｔｙｌ）
、１－デオキシマンニチル（ｄｅｏｘｙｍａｎｎｉｔｙｌ）、１－デオキシマルトトリオ
チチル（ｄｅｏｘｙｍａｌｔｏｔｒｉｏｔｉｔｙｌ）などとすることができる。
【００８９】
最も好ましいポリヒドロキシ脂肪酸アミドは、次の一般式を有する。
【００９０】
【化６】

【００９１】
ここで、Ｒ1はメチルまたはメトキシプロピル；Ｒ2はＣ11～Ｃ17で直鎖のアルキルまたは
アルケニル基である。これらは、Ｎ－ラウリル－Ｎ－メチルグルカミド、Ｎ－ラウリル－
Ｎ－メトキシプロピルグルカミド、Ｎ－ココイル－Ｎ－メチルグルカミド、Ｎ－ココイル
－Ｎ－メトキシプロピルグルカミド、Ｎ－パルミチル－Ｎ－メトキシプロピルグルカミド
、Ｎ－タロイル－Ｎ－メチルグルカミド、またはＮ－タロイル－Ｎ－メトキシプロピルグ
ルカミドを含む。
【００９２】
すでに言及したように、固定化剤のいくつかは、軟化剤中への溶解のために乳化剤を必要
とするかもしれない。これは、少なくとも約７のＨＬＢ値を有するＮ－アルキル－Ｎ－メ
トキシプロピルグルカミドのようなある種のグルカミドの場合に顕著である。適切な乳化
剤は、約７未満のＨＬＢ値を有するものを典型的に含むであろう。この点については、約
４．９以下のＨＬＢ値を有するソルビタンステアリン酸エステルのような上述したソルビ
タンエステルは、ワセリン中にこれらのグルカミド固定化剤を溶解するために有用である
ことが見出された。他の適切な乳化剤は、ステアレース－２（式ＣＨ3(ＣＨ2)17(ＯＣＨ2

ＣＨ2)nＯＨ（ここでｎは２の平均値を有する）にしたがうステアリルアルコールのポリ
エチレングリコールエーテル）、ソルビタントリステアリン酸エステル、イソソルバイド
ラウリン酸エステル（ｉｓｏｓｏｒｂｉｄｅ　ｌａｕｒａｔｅ）、およびグリセリルモノ
ステアリン酸エステルを含む。乳化剤は、実質的に均質な混合物が得られるように、軟化
剤中に固定化剤を溶解するのに充分な量で含有させることができる。例えば、Ｎ－ココイ
ル－Ｎ－メチルグルカミドとワセリンとの約１：１混合物は、通常は単一相の混合物に溶
融しないものであるが、乳化剤としてステアレース－２とソルビタントリステアリン酸エ
ステルとの１：１混合物を２０％添加した際には、単一相の混合物に溶融するであろう。
【００９３】
単独で、あるいは上述した固定化剤との組み合わせのいずれかで固定化剤として用いるこ
とができる他のタイプの成分は、カルナウバ、みつろう、カンデリラ、パラフィン、セレ
シン、エスパルト、オーリクリ、レゾワックス、および他のワックスのようなワックスを
含む。好ましくは、ワックスはパラフィンワックスである。特に好ましいパラフィンワッ
クスの例は、私書箱１０９８　ウエストバビロン、ニューヨーク１１７０４のシュトラー
ルアンドピッチ社（Ｓｔｒａｈｌ　ａｎｄ　Ｐｉｔｓｃｈ　Ｉｎｃ．）のパラフィンエス
ピー（Ｐａｒｒａｆｉｎ　Ｓ．Ｐ．）４３４である。
【００９４】
組成物中に含有することができる任意の固定化剤の量は、種々の要因に依存し、含まれる
活性成分（例えば軟化剤）、含まれる特定の固定化剤、組成物中の他の成分、固定化剤を
他の成分に溶解するために乳化剤が必要とされるかどうか、などのような要因を含む。存
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在する場合、組成物は、約５ないし約９０％の固定化剤を典型的に含有するであろう。好
ましくは、組成物は、約５ないし約５０％、最も好ましくは約１０ないし約４０％の固定
化剤を含有するであろう。
【００９５】
もちろん、製品の構造化されたキャリアの少なくとも一部は、構造化されたキャリアを通
過する液体（例えば尿）の迅速な移動を促進するために親水性の材料で構成されることが
非常に望ましい。同様に、構造化されたキャリアを通して液体が迅速に移動するのを確実
にするために、組成物は十分にぬれ易いことが望ましいであろう。あるいは、疎水性スキ
ンケア組成物は、構造化されたキャリアの流体処理特性が適切に維持されるように適用さ
れる限りは用いることができる。（例えば、以下に説明するように、構造化されたキャリ
アへの組成物の不均一な適用は、この目的を達成するための一つの手段である。）これは
、身体放出物が、構造化されたキャリアを通して引き込まれて吸収性コアに吸収されない
で、むしろ組成物処理された構造化キャリアから流れるような傾向を低減する。
【００９６】
親水性の組成物が望まれる場合、組成物中に用いられる特定の成分に依存して、親水性界
面活性剤（または、親水性界面活性剤の混合物）は、ぬれ性を改善するために必要とする
ことができるが、必要としなくてもよい。例えば、Ｎ－ココイル（ｃｏｃｏｙｌ）－Ｎ－
メトキシプロピルグルカミドのようなある種の固定化剤は、少なくとも約７のＨＬＢ値を
有し、親水性界面活性剤の添加なしに充分に濡れることができる。約７未満のＨＬＢ値を
有するＣ16～Ｃ18の脂肪アルコールのような他の固定化剤は、ぬれ性を改善するために、
組成物が製品の構造化キャリアに適用される際に親水性界面活性剤の添加が必要であろう
。同様に、ワセリンのような疎水性軟化剤も、親水性の組成物が必要とされるならば、親
水性界面活性剤の添加を必要とするであろう。もちろん、ぬれ性に関する懸念は、考えら
れている装着者接触面が製品の構造化キャリア以外の場合、あるいは、構造化キャリアの
流体処理特性が他の手段（例えば、不均一な適用）によって適切に維持される場合には、
要因ではない。
【００９７】
適切な親水性界面活性剤は、よく混ざり合った混合物を形成するために、好ましくはスキ
ンケア組成物の他の成分に混和性であろう。組成物が適用される使い捨て吸収性製品を用
いる潜在的な皮膚の感受性のために、これらの界面活性剤はまた、皮膚に対して比較的穏
やかであるべきで、刺激を有してはならない。典型的に、これらの親水性界面活性剤は、
皮膚に刺激を与えないためのみならず、処理された製品における任意の他の構造体への望
ましくない影響を避けるためにも、非イオン性である。例えば、ティッシューラミネート
の引張り強度、接着結合の十分さにおける低減などのようなものである。
【００９８】
適切な非イオン性界面活性剤は、好ましくは、製品に組成物が適用された後に実質的に非
移動性であり、約４ないし約２０、好ましくは約７ないし約２０のＨＬＢ値を典型的に有
するであろう。非移動性とするために、これらの非イオン性界面活性剤は、貯蔵、輸送、
販売、および使い捨て吸収性製品の使用の間に通常さらされる温度、例えば少なくとも約
３０℃より高い溶融温度を、典型的に有するであろう。この点については、これらの非イ
オン性界面活性剤は、好ましくは上述した固定化剤と同程度の軟化点を有するであろう。
【００９９】
製品に、少なくともオムツの液体放出領域に適用されうる組成物における使用のために適
切な非イオン性界面活性剤は、アルキルグリコサイド；１９７７年３月８日に発行された
米国特許第４，０１１，３８９号（Ｌａｎｇｄｏｎ，ｅｔ　ａｌ．）（この文献は本明細
書を構成する）に記載されているようなアルキルグリコサイドエーテル；ペゴスパーゼ（
Ｐｅｇｏｓｐｅｒｓｅ）１０００ＭＳ（ロンザ社（Ｌｏｎｚａ，ｉｎｃ．）、フェアラウ
ン、ニュージャージーから入手可能）のようなアルキルポリエトキシル化エーテル、約２
ないし約２０、好ましくは約２ないし約１０の平均エトキシ化度を有するＣ12～Ｃ18の脂
肪酸のエトキシ化されたソルビタンモノ－、ジ－および／またはトリ－エステルであって
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ＴＷＥＥＮ６０（約２０の平均エトキシ化度を有するステアリン酸のソルビタンエステル
）およびＴＷＥＥＮ６１（約４の平均エトキシ化度を有するステアリン酸のソルビタンエ
ステル）のようなもの、および約１ないし約５４モルのエチレンオキサイドでの脂肪族ア
ルコールの縮合生成物を含む。脂肪族アルコールのアルキル鎖は、典型的に直鎖（直線状
）の構造であり、約８ないし約２２の炭素原子を含む。特に好ましいのは、約１１ないし
約２２の炭素原子を含むアルキル基を有するアルコールの、アルコール１モル当たり約２
ないし約３０モルのエチレンオキサイドでの縮合生成物である。そのようなエトキシ化ア
ルコールの例は、アルコール１モル当たり７モルのエチレンオキサイドでのミリスチルア
ルコールの縮合生成物、約６モルのエチレンオキサイドでのココナッツアルコール（１０
ないし１４の炭素原子長で変化するアルキル鎖を有する脂肪アルコールの混合物）の縮合
生成物を含む。多くの適切なエトキシ化アルコールが市販されており、ユニオンカーバイ
ド社（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）により市販されているテ
ルギトール（ＴＥＲＧＩＴＯＬ）１５－Ｓ－９（９モルのエチレンオキサイドでのＣ11～
Ｃ15の直鎖アルコールの縮合生成物）；プロクターアンドギャンブル社（Ｔｈｅ　Ｐｒｏ
ｃｔeｒ＆Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｏ．）により市販されているＫＹＲＯ　ＥＯＢ（９モルのエ
チレンオキサイドでのＣ13～Ｃ15の直鎖アルコールの縮合生成物）、シェルケミカル社（
Ｓｈｅｌｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．）により市販されているネオドール（ＮＥＯＤＯ
Ｌ）のブランド名の界面活性剤、特にＮＥＬＤＯＬ２５－１２（１２モルのエチレンオキ
サイドでのＣ12～Ｃ15の直鎖アルコールの縮合生成物）、およびＮＥＬＤＯＬ２３－６．
５Ｔ（蒸留（揮発成分の蒸留）してある種の不純物を除去したエチレンオキサイド６．５
モルでのＣ12～Ｃ13の直鎖アルコールの縮合生成物）、およびバスフ社（ＢＡＳＦ　Ｃｏ
ｒｐ．）により市販されているプルラファック（ＰＬＵＲＡＦＡＣ）ブランド名の界面活
性剤、特にＰＬＵＲＡＦＡＣ　Ａ－３８（２７モルのエチレンオキサイドでのＣ18の直鎖
アルコールの縮合生成物）を含む。（親水性界面活性剤のいくらか、特にＮＥＯＤＯＬ　
２５－１２のようなエトキシ化アルコールは、アルキルエトキシレート軟化剤としても作
用することができる。）好ましいエトキシ化アルコール界面活性剤の他の例は、ブリジ（
Ｂｒｉｊ）界面活性剤のアイシーアイ（ＩＣＩ）類およびその混合物を含み、Ｂｒｉｊ７
２（すなわちステアレース（Ｓｔｅａｒｅｔｈ）－２）、およびＢｒｉｊ７６（すなわち
ステアレース－１０）が特に好ましい。また、セチルアルコールと、約１０ないし約２０
の平均エトキシ化度にエトキシ化されたステアリルアルコールとの混合物もまた、親水性
界面活性剤として用いることができる。
【０１００】
組成物における使用のために適切な界面活性剤のもうひとつのタイプは、アメリカンシア
ナミド社（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ）により市販されてい
るスルホコハク酸ナトリウムのジオクチルエステル、エアロゾルオーティー（Ａｅｒｏｓ
ｏｌ　ＯＴ）を含む。
【０１０１】
組成物での使用に適切な界面活性剤のさらにもう１つの例は、ゼネラルエレクトリック（
Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ）ＳＦ１１８８（ポリジメチルシロキサンとポリオキ
シアルキレンエーテルとの共重合体）およびＧｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　ＳＦ１
２２８（シリコーンポリエーテル共重合体）のようなシリコーン共重合体を含む。これら
のシリコーン界面活性剤は、エトキシ化アルコールのような上述した他のタイプの親水性
界面活性剤と組み合わせて用いることができる。これらのシリコーン界面活性剤は、組成
物の重量の０．１％のような低い濃度で、好ましくは約０．２５ないし約１．０％の濃度
において効果的であることが見出されている。
【０１０２】
組成物のぬれ性を所望のレベルまで高めるために必要とされる親水性界面活性剤の量は、
固定化剤のＨＬＢ値およびレベル、仮にあれば、用いられる界面活性剤のＨＬＢ値などの
要因に、幾分依存するであろう。組成物は、組成物のぬれ特性を高めるために必要とされ
る場合、約０．１ないし約５０％の親水性界面活性剤を含有することができる。好ましく
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は、組成物は、ぬれ性を高めるために必要とされる場合には、約１ないし約２５％、最も
好ましくは約１０ないし約２０％の親水性界面活性剤を含有する。
【０１０３】
組成物は、このタイプのエマルジョン、クリーム、軟膏、ローション、パウダー、懸濁液
などに典型的に存在する他の成分を含有することができる。これらの成分は、水、粘度改
質剤、香料、消毒抗菌性活性剤、抗ウィルス剤、ビタミン、薬学的活性剤、膜形成剤、防
臭剤、不透明化剤、収れん剤、溶媒、保存剤などのようなものを含む。加えて、安定剤は
、組成物の貯蔵寿命を延ばすために添加すすることができ、セルロース誘導体、プロテイ
ン、およびレシチンのようなものである。これらの材料の全ては、そのような処方のため
の添加剤として従来よく知られており、本明細書での使用のための組成物中に適切な量で
用いることができる。
【０１０４】
水ベースのスキンケア組成物が用いられる場合には、保存剤が必要とされるであろう。適
切な保存剤は、プロピルパラベン、メチルパラベン、ベンジルアルコール、ベンジルコニ
ウム（ｂｅｎｚｙｌｋｏｎｉｕｍ）、三塩基リン酸カルシウム、ＢＨＴ、あるいは、クエ
ン酸、酒石酸、マレイン酸、乳酸、リンゴ酸、安息香酸、サリチル酸などのような酸を含
む。適切な粘度上昇剤は、効果的な固定化剤として述べられた薬剤のいくつかを含む。他
の適切な粘度上昇剤は、アルキルガラクトマンナン、シリカ、タルク、マグネシウムケイ
酸塩、ソルビトール、コロイダルシリコーン二酸化物、マグネシウムアルミニウムケイ酸
塩、ステアリン酸亜鉛、ウールワックスアルコール、ソルビトン、セスキオレエート、セ
チルヒドロキシエチルセルロースおよび他の改質されたセルロースを含む。適切な溶媒は
、プロピレングリコール、グリシン、シクロメチコン、ポリエチレングリコール、ヘキサ
ングリコール、ジオールおよび多水酸基ベースの（ｍｕｌｔｉ－ｈｙｄｒｏｘｙ　ｂａｓ
ｅｄ）溶媒を含む。適切なビタミンは、Ａ、Ｄ３、Ｅ、Ｂ５およびＥ酢酸塩を含む。
【０１０５】
本発明にしたがった製品の製造において、ローション組成物は、製品の構造化キャリアの
外側面（すなわち、身体側面）に適用される。溶融状態のまたは液体粘稠度を有する潤滑
性の材料を分配する塗布方法の種々の任意のものを用いることができる。適切な方法は、
スプレー、プリント（例えば、フレキソ印刷）、コーティング（例えば、グラビアコーテ
ィング）、押し出し、またはこれらの塗布技術の組み合わせ、例えば、カレンダーロール
のような回転している表面に組成物をスプレーし、次いで製品の構造化キャリアの外側面
に組成物を移動させることを含む。
【０１０６】
構造化されたキャリアは効果的な開口領域と、十分に効果的なサイズを有する複数の隙間
とを有しているので、尿および低粘度の糞便物質は、構造化キャリアに適用されたスキン
ケア組成物の量にかかわらず、構造化キャリアを透過することができる。したがって、構
造化キャリアがスキンケア組成物で完全に飽和された場合であっても、尿および低粘度の
糞便物質は、それを容易に透過するであろう。これは、キャリアの実際の構造が、適用さ
れたスキンケア組成物の領域の間に十分な分離を引き起こして、遮られていないキャリア
を流体が透過するのを可能にするからである。閉塞の問題は、効果的な開口領域と、十分
に効果的なサイズを有する複数の隙間とを有する構造化キャリアを与えることによって解
決された。
【０１０７】
組成物の効果的な量は、皮膚へのＢＭの付着を低減するためおよび／または装着者に皮膚
利益を与えるために、構造化キャリアに適用されることが必要とされる。組成物は、好ま
しくは約０．１ｍｇ／ｉｎ2ないし約３５ｍｇ／ｉｎ2の範囲の量で、製品の構造化キャリ
アに適用される。組成物のそのようなレベルは、所望の治療的および／または保護的な利
点を構造化キャリアに与えるために適切であることが信じられる。
【０１０８】
閉塞の問題が解決されるので、組成物は、任意の所望の手法で構造化キャリアの外側面に
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適用することができる。例えば組成物は、外側面全体に、あるいはその一部分のみに適用
してもよい。組成物はまた、構造化キャリアの外側面に不均一に適用することができる。
“不均一”によって、組成物の量、位置、分配のパターンなどを、構造化キャリアの面に
わたって変化させてもよいことが意味される。例えば、構造化キャリアの処理された面の
いくらかの部分は、より多くのまたはより少ない量の組成物を有することができ、その上
に組成物を全く有しない表面の部分を含む。
【０１０９】
組成物は、組み合わせて製造する間の任意の時点で、構造化キャリアに適用することがで
きる。例えば組成物は、それが包装される前に完成された使い捨て吸収性製品の構造化キ
ャリアに適用することができる。また組成物は、構成成分を他の材料物質と組み合わせて
完成された使い捨て吸収性製品を得る前に、構造化キャリアに適用することもできる。
【０１１０】
組成物は、典型的には、その溶融物から製品の構造化されたキャリアに適用される。組成
物が室温より著しく高い温度で溶解するので、それは加熱されたコーティングとして構造
化キャリアに通常適用される。典型的に、組成物は、製品の構造化キャリアに適用される
前に、約３５℃から約１００℃、好ましくは４０℃ないし約９０℃の範囲の温度に加熱さ
れる。溶融された組成物が製品の構造化キャリアにいったん適用されると、それは冷えて
固化し、固体化したコーティングまたはフィルムを構造化キャリアの上に形成する。適用
プロセスは、組成物の冷却／硬化の助けとなるために設計されることが好ましい。
【０１１１】
オムツ２０は、液体および他の身体放出物での改善された汚れを与えるための伸縮化され
たレッグカフス（図示せず）をさらに含んでもよい。それぞれの伸縮化されたレッグカフ
スは、脚部領域における身体放出物の漏れを低減するためにいくつかの異なる態様を含む
ことができる（レッグカフスは、レッグバンド、サイドフラップ、バリアーカフス、また
は伸縮化カフスとすることができ、ある場合には、そのようにも呼ばれる）。米国特許第
３，８６０，００３号には、サイドフラップと１つ以上の伸縮性部材とを有する収縮可能
な脚部開口を与えて、伸縮化されたレッグカフス（ガスケットカフス）をもたらした使い
捨てオムツ２０が記載されている。１９９０年３月２０日にＡｚｉｚ　ｅｔ　ａｌ．に発
行され、通常に譲渡された“Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌ
ｅ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｅｌａｓｔｉｃｉｚｅｄ　Ｆｌａｐｓ”というタイトルの米国特許第
４，９０９，８０３号には、脚部領域の汚れを改善するための“立ち上がって（ｓｔａｎ
ｄ－ｕｐ）”伸縮化されたフラップ（バリアーカフス）を有する使い捨てオムツ２０が記
載されている。１９８７年９月２２日にＬａｗｓｏｎに発行され、通常に譲渡された“Ａ
ｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｄｕａｌ　Ｃｕｆｆｓ”というタイ
トルの米国特許第４，６９５，２７８号には、ガスケットカフスとバリアーカフスとを含
む二重カフスを有する使い捨てオムツが記載されている。
【０１１２】
オムツ２０は、フィット感および汚れを改善するための伸縮性のウエスト部材（ｆｅａｔ
ｕｒｅ）をさらに含むことが好ましい。伸縮性のウエスト部材は、装着者の腰部に動的に
フィットするために、伸縮的に広がって収縮することが意図されるオムツ２０の部分また
は領域である。これらの伸縮性のウエスト部材は、吸収性コア２８の少なくとも一方のウ
エスト端から、少なくとも長手方向に外側に広がって、一般的にオムツ２０の端部端の少
なくとも一部を形成する。使い捨てオムツは、二つの伸縮性ウエスト部材を有するように
一般に構成され、一つは第一のウエスト領域２７に位置し、もう一つは第二のウエスト領
域２９に位置するものの、単一の伸縮性ウエスト部材を伴なってオムツを構成することも
可能である。さらに、伸縮性ウエスト部材またはその構成成分の任意のものは、オムツ２
０に取り付けられた別個の構成成分を含むことができ、その一方、伸縮性ウエスト部材は
、好ましくは、バックシート２６または構造化キャリア２４、好ましくはバックシート２
６および構造化キャリア２４の両方のような、オムツ２０の他の成分の延長部分として構
成される。伸縮化されたウエストバンド３４は、多くの異なる形状に構成することができ
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、それは１９８５年５月７日にＫｉｅｖｉｔ　ｅｔ　ａｌ．に発行された米国特許第４，
５１５，５９５号、および上で引用した米国特許出願シリアルＮｏ．０７／７１５，１５
２に記載されているようなものを含む。これらの文献は、それぞれ参照として取り込まれ
て本明細書を構成する。
【０１１３】
オムツ２０はまた、横の閉鎖部分（ｃｌｏｓｕｒｅ）を形成する固定システム３６をさら
に含み、それは、装着者の上にオムツ２０をとどめるために、横方向の引張りがオムツの
周辺を取り囲んで維持されるように、第一のウエスト領域２７と、第二のウエスト領域２
９とを重なり合った形状に維持する。典型的な固定システムは、１９８９年７月１１日に
Ｓｃｒｉｐｐｓに発行された“Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｄｉａｐｅｒ　Ｈａｖｉｎｇ　Ａ
ｎ　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｆａｓｔｅｎｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ”というタイトルの米国特許
第４，８４６，８１５号；１９９０年１月１６日にＮｅｓｔｅｇａｒｄに発行された“Ｄ
ｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｄｉａｐｅｒ　Ｗｉｔｈ　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｈｏｏｋ　Ｆａｓｔ
ｅｎｅｒ　Ｐｏｒｔｉｏｎ”というタイトルの米国特許第４，８９４，０６０号；１９９
０年８月７日にＢａｔｔｒｅｌｌに発行され、通常に譲渡された“Ｐｒｅｓｓｕｒｅ－Ｓ
ｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｆａｓｔｅｎｅｒ　Ａｎｄ　Ｍｅｔｈｏｄ　ｏｆ
　Ｍａｋｉｎｇ　Ｓａｍｅ”というタイトルの米国特許第４，９４６，５２７号；１９７
４年１１月１９日にＢｕｅｌｌに発行され、通常に譲渡された“Ｔａｐｅ　Ｆａｓｔｅｎ
ｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ　Ｄｉａｐｅｒ”というタイトル
の米国特許第３，８４８，５９４号；１９８７年５月５日にＨｉｒｏｔｓｕ　ｅｔ　ａｌ
．に発行され、通常に譲渡された“Ａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ａｒｔｉｃｌｅ”というタイト
ルの米国特許Ｂ１　４，６６２，８７５号；およびすでに引用した米国特許出願シリアル
Ｎｏ．０７／７１５，１５２に記載されており；これらの文献のそれぞれは、取り込まれ
て本明細書を構成する。
【０１１４】
オムツ２０は、オムツのウエスト領域の一方、好ましくは第２のウエスト領域２９を装着
者の背中の下にあてて、他方のウエスト領域、好ましくは第１のウエスト領域２７が装着
者の身体の前にわたって位置するように、オムツ２０の残りの部分を装着者の脚の間に引
き込むことによって、装着者に付けられることが好ましい。固定システムのテープタブ３
６は、その後、開放部分からはずされる。オムツは、その後、タブ部分をさらに捕らえる
うちに、装着者の周りのサイドパネルを包む。固定システムは、オムツ２０の外側面にし
っかりと固定されて、二つの横の閉鎖部分を与える。
【０１１５】
【発明の効果】
本発明の特定の態様を例示して説明したが、本発明の趣旨および範囲から逸脱せずに種々
の他の変更や修正が可能であることは、当業者に明らかであろう。それゆえ、本発明の範
囲内である全てのそのような変更や修正は、請求の範囲に包含されることが意図される。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明にかかる使い捨て吸収性製品の部分的に切り取られた上面の平面図。
【符号の説明】
２０…オムツ
２４…構造化キャリア
２６…バックシート
２７…第１のウエスト領域
２８…吸収性コア
２９…第２のウエスト領域
３１…股部領域
３３…長手端
３５…端部端
３６…テープタブ
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